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〒355-0807埼玉県比企郡滑川町和泉 873 

TEL：0493-56-6123  FAX：0493-56-6124 

 

介護老人保健施設いづみケアセンター 

いづみのホームページ https: //www.kokoro.or.jp/izumi-care/ 

編 集 後 記 

 明けましておめでとうございます。今年も皆様

に興味をもっていづみのことを知って頂けるよう

な紙面作りを心掛けて参ります。本年もどうぞ宜

しくお願い申し上げます。 

たかい 

編集責任者 高井 康孝 

 

昨年は、元日の能登半島地震の発生という衝撃のニュースから年が明けたのを、先日のように記憶

しております。今もなお、不便な生活を送られており、たくさんの高齢者の方が避難生活をされていると

存じます。私自身が、今を生かされていることを実感する出来事であり、社会に少しでも貢献できる一

人になりたいと誓った出来事であります。 

新型コロナウイルス感染症の対策は継続して緩めることなく対策に追われております。5 類になった

とはいえ、基礎疾患をお持ちの利用者様が罹患されると、その影響は大きなものです。感染症対策と

高齢者ケアのバランスをどうしていったらいいのかと、思案する一年となりました。ご家族とのふれあい

を少しでも継続して差し上げたいという思いと、感染症対策の狭間で思い悩む一年でもありましたが、

ご家族にもご理解を賜りながら継続させていただいております。 

さて昨今、少子高齢化が急速に進む中で、介護現場においても大きな変革が求められています。令

和６年には介護報酬改定があり、老健に求められる役割がはっきりと見えてきました。高齢者ケアに対

するニーズはますます高まっており、老健スタッフにはこれまで以上に多くの期待が寄せられていま

す。その中でも特に注目すべきは、介護テクノロジーの進展です。当施設に於いても、記録システムや

移乗介護ロボットなどテクノロジーの導入が急速化しています。今年は、全床への見守りシステムの導

入が進められているところであり、働く世代の人口減少と、超高齢社会の到来に立ち向かっていかなけ

ればなりません。最新の技術を活用することで、ケアの質を向上させ、より安全で効率的なサービスを

提供することが可能になります。もちろん技術の導入だけでは十分ではありません。大切なのは、その

技術をいかに活用し、利用者様一人ひとりの望まれるケアを提供できるかとういう視点です。老健スタ

ッフ一人ひとりがその役割を理解し、技術との連携を深めながら、ケアの質を向上させることが私たち

の使命だと考えます。 

令和７年も、引き続き、それぞれの専門知識と最新技術を駆使して、より良き介護環境の実現に向けて

努力を続け、皆さまと共に地域社会の皆様にとって信頼される存在であり続けらるよう日々精進してま

いります。本年も変わらぬご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

今年も、皆さまにとって穏やかな一年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。 

 

「謹賀新年」 

」 

」 

 

生 活 ケ ア 部 

部 長  こ ば や し 

■ スタッフブログ 

広報誌だけではお伝えする事が出来ない施設 

での取り組みや、日々の行事等を載せています。 

是非一度下記 URLにてご覧下さい。 

 

 

 

 

全老健大会岐阜 

https://www.kokoro.or.jp/izumi-care/ 

 

うちださん  「いつ起きるかわからない災害への備え」 

しまざきさん 「当施設に於ける在宅復帰に向けた多職種協働の実際」 

たざきさん 「在宅復帰の成否を左右する要因に関する一考察」 

 内田施設長が介護老人保健施設事業功労者厚生労

働大臣表彰を受賞致しました。全国の大会で名誉ある

賞を頂けたことはいづみケアセンター職員全員にとって

とても光栄なことでした。これからも一層職務に励み全

国の老健に向けて発信しつづけようと思います。 

厚生労働大臣表彰を受賞致しました！ 

今年も３演題を発表して参りました 

参加者全員の集合写真です 
生活ケア部のこばやしさん

が座長を務めました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いづみケアセンターのリハビリには、入所・通所・訪問の形態があります。利用者様のご要望や目的に

合わせてプログラムを組み、目標の達成を目指しています。 

利用者様が、歩行練習や階段昇降練習、機器を使用しての身体機能の向上など、 目標達成のための

リハビリに鋭意取り組まれている様子を写真でご紹介いたします。 

■リハビリ通信 

秋の味覚 焼き芋大会 

 

 

 

 今年も天候に恵まれた中、多くの利用者様が

参加。黄金色の焼き芋を手に取り熱々の出来

立てを召し上がりました。昨年も好評だった（安

納芋）をお取り寄せ。じっくりと焼き上げたお芋

は食欲を誘います！良い香りが施設中に漂う

中、出来立てを頬張る皆様の笑顔は言う事なし

の満面の笑顔。「今年の芋も良く出来てるよ！

美味しい最高だ」とお褒めの言葉を頂きました。

秋の風物詩である焼き芋企画。大盛況の中で

開催する事が出来ました！ 

12月 16日（月）17日（火）の 2日間で通所忘年会

を開催しました。お昼はおいしいお寿司を堪能して

頂き、午後は職員扮する「いづみ喜劇団」の公演を

ご覧頂きました。オバタリアンの漫才とフラガールた

ちのフラダンスに皆様が心からの笑顔で楽しかった

と喜んで下さいました。 

通所忘年会 通所 藍染  

 今年も 12月 25日にクリスマスイベント開催！各

フロアにサンタクロースとトナカイに扮したスタッフ

が大きなプレゼント袋を担いで登場！今年一年の

感謝と共にお菓子のプレゼントをお届け。雰囲気

ピッタリのクリスマスソングが流れる中で利用者様

とそれぞれ記念撮影を行いました。 

季節の湯「ゆず湯」 

 12月 16日から 21日まで 6日間ゆず湯を

実施。浴槽にぷっかりと浮かぶ柚子が何とも

可愛らしく、爽やかな香りと共に日本の風習

を感じさせてくれます。利用者様からも大変

好評で「ゆず湯は良いね！」「温まったよ！」

と笑顔を見せて下さいました。ゆったりと湯

に浸かり一年の疲れを癒す、冬至に相応し

いイベント浴になりました。来年も季節感あ

ふれるイベント浴を実施して参ります。 

クリスマスイベント 

通所特製 藍染作り！ 

今回は藍染をするにあたって中庭で藍の

花を育てる所から始め、収穫や仕分けも利用

者様に参加して頂きました。ペットボトルのキ

ャップや割り箸などをお好きなように輪ゴムで

止めて頂き、柄も色も 1 人 1 人違う素敵なハ

ンカチが出来上がりました。 

滑川まつり 
11 月 3 日に滑川町役場にて滑川まつりが

開催されました。いづみケアセンターは新名

物「ブタまんズ」の豚まんを提供。多くのお客

様が長い列を作り買い求めて下さいました！ 

 


